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事務局だより

1. 平成 3年度総会

総会では恒例により，大会委員長ー(永田勝彦教授)を

議長として選出し，以下の決定がなされた。

(1)平成2年度決算について

監査委員の馬場房子，田之内厚三両氏の監査を受けた

決算書が事務局より提出され，承認された。

(2)平成3年度予算案について

常任運営委員会，運営委員会において承認された後，

総会で承認された。

(3)第57回大会決算について

開催校， 茨城大学より報告があった。

(4)次期大会開催校について

白梅学図短期大学において，荻野七重教授を大会委員

長として開催することが決定された。

平成 3年度総会式次第

平成3年 8月301:1(北星学園大学第58回大会時に同校

で開催)

1. 開会の辞

2 議長選出

3 報告事項

1. 事業報告

(1)会員異動状況

(2)会費納入状況

(3)公開シンポジウム開催について

(4)機関誌発行及び編集規定について

2 日本学術会議心理学研連絡会報告

3 心理学諸学会連絡会報告

4 国際心理学記念基金運営委員会報告

5. 第57回大会会計報告

6. その他

4. 審議事項

l 平成2年度決算について

2 平成3年度予算案について

3 平成5年度(第60回大会開催校)につU、て

5. 第59回大会開俄校 ・第60回大会開催校挨拶

6. 閉会の辞
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平成2年度決算報告

収 入

項 目 実 行額

前年度繰越金 1，137，819 
兵寸とt:. 」Z三〉言、 費 3，627，500 

過年度分 459，000 
(4500X102) 

本年度分 3，118，500 
(4500X693) 

賛 助 会費 50，000 

キIt 収 入 18，000 

メE主I、 言十 4，783，319 

以上の通り相違ありません

平成3年 8月1日

予算額

1，137，819 

3，251，250 

382，500 

2，868，750 

30，000 

70，000 

4，459，069 

支 出

項 目 実行額 予算額

第57回大会補助費 400，000 400，000 

シンポジウム'PI: 186.615 180，000 

印 ~;IJ 費 1，281，778 1，650，000 

機 関 きt-d 1，242，180 1，500，000 

Jに? の 他 39，598 150，000 

通 (言 費 175，038 300，000 

機 関 託: 44，835 100，000 

Jζ ' の 他 130，204 200，000 

機関誌編集費 40，000 100，000 

名簿作成積立金 300，000 200，000 

「ミニ通信」費 65，330 150，000 

さいころじすと費 69，331 60，000 

諸学会連絡会費 6，000 10，000 

?x: 通 IJ!t 130，000 200，000 

事務局費 297，344 450，000 

アルバイト費 226，789 150，000 

予 備 費 609，069 

次年度繰越金 1，605，094 

よに誌I 音l' 4，783，319 4，459，069 

監査委員 馬場房 子 ⑮

監査委員 回之内 厚三⑫
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平成3年度予算原案

l反 入 支 III 

項 目 予 算 額 項 目 予 算 額

前年度繰越金 1，605，094 第58回大会補助費 500，000 
う兵三2こー. メ立主三者 3，396，000 シンポジウム費 250，000 

過年度分 396，000 l=fJ 府IJ ~i: 1，650，000 

(4500X 800X 0.10) 機 関 誌 1，500，000 

本年度 分 2，970，000 そ の 他 150，000 

(4500x880X 0.75) 
iffi J1t 250，000 

賛助会費 30，000 
機 関 誌 50，000 

新t 収 入
そ の {也 200，000 

50，000 
機関誌編集費 150，000 

名簿作成積立金 400，000 

「ミニ通信」費 150，000 

さいころじすと 70，000 

諸学会問連絡会費 7，000 

交 通 型t 200，000 

事務局主主 450，000 

アノレノ〈イト安t 200，000 

予 昔前 費 460，000 

棒、 越 金 314，094 

よIコ入 音|・ 5，051，094 i口入 5，051，094 

上記予算とは別途に平成2年度に支出済みの名簿積立金が 300，000円ある

日本応用心理学会第57回大会決算報告

l反

項 目

大会補助費

大会参加費

予 約

当日(会員)

(臨時)

学生会員

論文集代 金

予シ 2匂

当 日

フ。ログラム

懇親会主主

広 とロヒ o/s/ 

補 助 ・協賛金

ぷ口〉、 音l'

上記の通り相違ありません

1991生手8月26r:1

入

実 行 額

400，000 

981，000 

560，000 
(4000X 140) 
285，000 

(4000X 57) 
135，000 

(4000X 27) 
1，000 

(1000X 1) 
950，000 

702，500 
(4000X175十2500)

247，500 
(4500X 55) 

2，100 
(300 X 7) 
196，000 

(400X 49) 
158，000 

312，000 

2，999，100 

1991年 8月30日

支 11¥ 

1頁 目 実 行 ~ 

iffi 裂' 291，760 

事務智子印刷費 148，526 

論文集作成費 361，531 

プログラム作成IJIt 237，930 

論文集発送費 58，800 

会場備品 ・消耗品J1t 310，367 

事務消耗品費 45，190 

記念 I~~I 代 198，000 

謝金(シンポジス卜) 290，000 

運営委員会会合資 45，875 

アノレノ〈イト代 321，000 

懇親会費 409，764 

交 通 事を 200，000 

来[t 費 80，358 

メEbE、 計 2，999，100 

監査委員 中原弘之⑪

監査委員 大久保幸郎⑪
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2. 常任運営委員会記録

平成3年9月24日(金)

出席者:荻野 ・大島 ・大塚 ・奥沢 ・恩田 ・駒11崎・高II!!き

・高橋 ・長谷川 ・平野(中村 ・小野)

報告事項:①第58回大会の結果報告。 8月30・31の両

日，札幌の北星学園大学で開催された。②諸学会連絡会

関係今年度第 2回の連絡会が 9月6日(金)， 6時

半より実務教育出版会議室で開催された。③平成3年度

公開シンポジウムについて 中村事務局長より大村委員

よりの情報が披露された。③事務局報告

審議事項.①「応用心理士J(仮称)について 中村

代表世話人より経過報告あり 。②新入会員審査・ 3名の

入会を承認。③次期開催日

平成3年10月25日 (金)

出席者 :荻野 ・島田 ・大村 ・奥沢 ・駒崎・斉藤 ・高橋

・肥田野 ・平野 ・村井(中村 ・小野)

報告事項 ・①第59回大会準備状況・寄付，広告等を含

め準備を進めている。今回は論文集を大会当日に配布す

る予定。②平成3年度公開シンポジウムについて 11月

9日 (土)， 午後 1時半から311寺半まで， 日本大学文理

学部422番教室で‘開催される。 テーマは「明るい中高年

をめざして」。④事務局報告公開シンポジウムのパン

フレットを，者11内主要新聞社， 23区に送付した。

審議事項.①「応用心理士J(仮称)について 中村代

表 ・大村両世話人より報告がなされた。②新入会員審

査 7名承認 ③次期開催日:

平成3年11月29日(金)

出席者 。荻野・島田 ・大久保 ・大塚 ・大村・恩田・駒

崎 ・斉藤 ・高嶋 ・高橋 ・長塚 ・宮本(中村・小野)

報告事項:①第59回大会準備状況 1号通信は12月中

旬発送の予定。論文集を大会当日配布するので，原稿の

締切を 6月中とする。②学術会議心研連関係 ③平成3

年度公開シンポジウムについて:シンポジストは加藤{r11

司，神作博，柴田 博，下仲)1慎子の 4氏であった。出

席者が23-24名と少なかったが，たいへん熱気のこも っ

た，有意義なシンポジウムであった。

審議事項 ①「応用心理士J(仮称)資格認定検討委員

会について:世話人会の中村代表より提案のあった，大

村政男(委員長)，恩田彰，正問 亙，高橋たまき，

宮本美沙子， !拘崎勉，岡村一成， 長谷川孫一郎，荻野

七重，中村昭之各委員推薦を了承し，委員会発足の運び

となった。②新入会員審査・ 7名承認 ③第61回大会開

催校について:城西大学 (駒附勉氏)に決定。③次期開

催日

平成 4年 1月24日 (金)

出席者.荻野 ・島田・大久保 ・大塚・大村 ・恩田・駒

|崎・斉膝・高II!島・高橋 ・長塚・宮本(中村・小野)

報告事項 ①第59回大会準備状況 ・1号通信を12月に

発送した。シンポジウムを 8本(1日悶 4本 2日目 4

本)計画している。②心理学諸学会関連絡会関係平成

3年度第3回の連絡会が開催された。

審議事項 :0)名誉会員の大会時の諸費用について 参

加費無料(招待)，懇親会無料(招待)，論文掲載料

有料なお，年会費の免除(会則)，その他については

従来どおり。 ②「応用心理士」について.情報交換を行

った。「応用心理士」の資格としては，会員であること，

しかるべき研究業績(学会発表，論文)があることなど

を考慮したらどうか。③諸学会問連絡会の諮問に対する

応用心理学会の見解 さいころじすとについて ・情報誌

としての内容を充実させる。場合によっては有料にして

もいいのではないか。 邦文の文献を集中管理し，情報

提供のサービスを行う 。 -学界と一般との橋渡し的な役

割を担う 。②新入会員審査 4名承認 ③次期開催日

平成4年 3月24日(金)

出席者・荻野 ・大島 ・大久保 ・岡村 ・奥沢 ・駒崎 ・斉

藤 ・高橋・田中・肥田野・村井(中村・小野)

報告事項.①第 59回大会準備状況.公開講演として

「エイズの問題」を取り上げる予定である。②心理学諸

学会関連絡会関係第 4回の連絡会が開催され，以下の

諸点について意見の交換を行った旨報告された。

1)会長によるフリ ートーキング 2)連絡委員会の各

学会大会へのフリ ーパス制 3)今後の「さいころじす

とJの編集方針について 4)機関誌目次， ニュースレ

ターの取扱について

審議事項 :①平成 4年度公開シンポジウムについて

1) 4年度は， 中村事務局長をオーガナイザーとして，

駒沢大学で開催する。2)上記2つのテーマは 5年度

以降のシンポジウムの候補とし，地方開催の問題と併せ

て今後検討していく。 ②「応用心理士」について ③新

入会員審査 3名承認 ④次期開催日

平成4年度4月24日(金)

出席者 荻野 ・大塚 ・大久保 ・大村 ・岡村 ・奥沢・恩

岡 ・神作 ・越前 ・駒崎 ・斉藤 ・高橋・田中 ・長塚 ・肥岡

野 ・平野 ・宮本 ・村井(中村 ・小野)

報告事項 ①第59回大会準備状況発表申し込み件数

は 111件。日程は，第 1日目 2日目ともに午前中に研

究発表，午後にシンポジウム，小講演，公開講演会を行

う予定。シンポジウムは 9件を予定。原稿執筆要領を発

送中。②心理学諸学会関連絡会関係:平成3年度 4団連

絡会の議事録が配布された。③学術会議関係 J!巴田野運
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営委員から，文部省科学研究費が平成5年度から実験系 等。 ③公開シンポジウム 。東北大学の大橋先生が都合で

と教育 ・社会系にわけて審査される予定であるという話 出席できず。かわりに佐々木雄司(独協大学)先生に依

が紹介された。④平成4年度公開シンポジウムについ 頼。③「応用心理士J(仮;pJJ、)資絡認定問題について 検

て ・平成4年11月初日(土)に駒沢大学において， “宗 討委員会の報告。 出席者大村・ 荻野・恩回 ・宮本・駒

教と癒し"のテーマで開催の予定。司会および話題提供 崎 ・岡村・中村 ・正問 L r応用心理士」を 3分野に分

者は以下のとおり 。企岡 ・司会:中村昭之(駒津大学) けることについては，全体として否定的な意見が多く出

話題提供者佐々木宏幹(駒洋大学)大橋英寿(東北大 された。肯定的な意見として， I分野を刻!¥分化して，本

学)恩閏彩(東洋大学)Jクスマノ(上智大学) (11民不 人の申請によ って，分野を表記する」というもの，その

同 ・敬称略)審議事項・ ①「応用心理士」 につu、て ② 他があった。2 心理学関連分野の単位取得について。

新入会員審査 :24名承認紹介者側に， 先生， 一一 これについて以下のような 3本の柱を立てる。(1)それ

織と記入されている場合があるが，紹介者欄の記入法に までの，心理学関連分野の科目の履修状況。(2)学会に

ついて何か規準が必要なのでは。後日の議題とする。③ 対する貢献度。 イ， 機関誌， またはこれに類するもの

次期開催日 に寄稿(1 件以上)。 ロ，応用心理学会での発表 (2回

平成 4年度 5月22日(金) 以上)0 (3)実務経験(-年以上) 何を実務経験にする

出席者 :荻野 ・大塚 ・大久保 ・大村 ・岡村 ・奥沢 ・思 か，心理学以外の科目の心理学関連分野への読みかえな

!日 ・神作 ・越河・駒崎 ・斉藤 ・肥田野 ・平野 ・疋田・宮 どについては次回に討議する。⑤事務局報告(1)名誉

本 ・村井(中村 ・小野) 会員推挙の件 。斉藤先生が該当するが，まだ首く現役で

報告事項 。①第59回大会準備i状況公開講演 「エイズ ご活躍し、ただきたいので，本人の了解を得て推挙を見合

問題」の諸演者は南谷幹夫氏。 ②学術会議関係行動不| わせるこ とにした。(2)監査委員の件 馬場房子先生に

学研速のシンポジウム 「健康と行動科学」 が開催の予 もう一年依願。(3)学術情報センターの予稿集について

定。 の情報検索懇談会 事務局より出席する。

審議事項①入会申し込みカードの紹介者欄の件.前 審議事項:①平成3年度決算報告，承認。交通費につ

回懸案となった件について審議の結果，紹介者欄には紹 いて，余裕がある場合には柔軟的な運用を考える。②平

介者の印鑑が必要となる。ただし箸名は自筆かどうかは 成4年度予算原案について 名簿作成積立金， 700，000 

不問。なお，入会不可の場合は，紹介者にその旨連絡す 円を収入とし て計上し， 次期j名簿作成積立金として

る。②「応用心理土J(仮称)資格認、定問題について:4 400，000円を計上。以上を修正のうえで原案了承。③来

月24日開催の検討委員会における報告。 年度大会について(島田)第60回大会(平成5年度): 

出席者.大村 ・荻野 ・恩問 ・宮本・高橋 ・!t<u附・問村 開催日 平成 5年 9月11日 (土)， 12日 U:I)， 13日

・中村 (1)日本国に 5年以上居住していること。 (2) (月)開催地鹿児島大学教育学部 大会会長 島問俊

応用心理学会の会員である こと。(3)応用心理士の分野 秀 ノぞソコン通信などを利用して大いにコミュニケーシ

を以下の 3分野に分ける。a，教育分野 b，医療分野 C， ヨンを計りたい。④新入会員審査 ・10名承認 ⑤次期開

産業分野 (4)所定の 心理学関連の科目を取得している 似日 大会11寺の運営委員会で決定する。

こと。 1，心理学以外の関連領域の履修科目の読みかえ 3. 一般活動報告・ 事務諸報告

について。 2，事務経験や研修の取り扱い※資格の有効 1. 第四回大会(平成3年 8月30日， 31日)北農学園

期限を決めて 5年ごとにチェックするという意見がで 大学に於て開催。脱会の内に終了。

た。 (3)の分野に分けることの是非についていくつかの 2 I応用心理学研究」 第16号が印刷でき， 会員及び

疑義が提出された。しかし，この討議内容自体がまだ磯 関係機関に送付した。(平成3年10月)

定したものではないので，今後の課題とすることになっ 3 平成3年度公開シンポジウムを 「明るい中高年を

た。③新入会員審査 9名承認 ④次期]開催日 めさして」をテーマとして開催した。(平成 3年11月9

平成4年度 6月30日(火) a，会場 日本大学文理学部)

出席者:荻野 ・島田 ・大塚 ・大久保 ・恩岡 ・越河 ・高 4. 第58回大会発表状況

IIJ島・高橋・長塚 ・村井1:("1"村 ・小野) (平成3年8月301:1，31日 会場 北星学園大学大会

報告事項 :①第59回大会準備状況:ポスター， プリン 委員長永l王|勝彦教授)

トを送付。小講演についての報告と説明。②心理学諸学

会関連絡会関係:議事録，プリン ト配布。学会大会情報

個人発表 104件

大会企画公開シンポジウム 31'牛
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講演会 1件

5. 会員異動 (前号掲載以降の分，敬称略)

新入会員(氏名， ①現住所， ②所属)

安iI!索、設ヨー

①〒463 名古屋市守山区瀬古高見 2534

②名古屋大学医療技術短期大学部看護学科

井ケ回勢津子

①干358 入|間市小谷任I3-2-15 

②(株) ファーイーストネットワーク

石川 正人

①千438 静岡県磐田市西貝塚 3673-8

②浜松医科大学精神神経科精神医学教室

稲本俊輝

①干010 秋田市仲通 5-9-27

②秋田経済法科大学経済学部

今林俊一

①〒890 鹿児島市Ij鳴2-28-1-703

②鹿児島大学教育学部

林有学

①干581 大阪府八尾市高砂JilT1-8-33-202 

②奈良県立医科大学附属病院

岩城衆子

①〒176 練馬区練馬 1-30-2橋本荘 201

②お茶の水女子大学家政学研究科児童学専攻修士課程

内111伊知郎

①干466 名古屋市ng和区前山IIIT2-25-3 

②静岡県立大学短期大学部

江藤千恵子

①干333 }II口市東川口 4-30-12-401

②婿玉県立越谷西養護学校

王晋民

①千213 川崎市高津区子母仁1426番中原ハウス W ー

10，538号室

②富土通(株)感性技術推進室

大沢光

①干273 船橋市本IIIT2-24-11 

②富士通(株)

大瀧法子

①干335 埼玉県蕨市北IIIT3-5-5 

②特別養護老人ホーム 蕨サンクチュアリ

大坪 1台彦

①干891-01 鹿児島市官邸江台 1-51-2-32

②鹿児島大学教育学部

大脇澄男

①干505 1岐阜市加茂郡坂祝IIIT深萱 1301-2

②I~J 日本自動車短期大学

岡本昌

①千272-01 市川市臨焼 4-9-5アトリウム田島 202 

号

②福武書j古

~草木三智子

①干514 津市大谷111]・141-1201号

②三重県立看護短期大学

片岡大将i

①千281 千楽市稲毛海岸 3-3-21-204

②(株)人材開発情報センター

加藤象二郎

①〒206 多摩市落合 3-2-3-401

②防術庁航空医学実験隊

加藤 孝男

①千500 岐阜市薮田 1-1岐阜県瞥察本部

②岐阜県警察本部刑事部鑑識課科学捜査研究所

金子由貿里

①午150 渋谷区東 3-1-16

② 

木11府久和l

①千611 京都府宇治市広野111]寺 山 53-12

②京都府警察科学捜査研究所心理科

久保圧l小枝子

①干167 杉並区西荻北 3-33-9

②コロロ ETセンター

食事李 寿之

①干355 JR松山市松風台 10-66エステ・ス クエア松

風台 A-501

②尚美学園短期大学

綴織 ~月

①〒350-02 坂戸市潜端11汀 9-5-502

②埼玉医科大学付屑J病院

上坂武

①干272-01 市川市行徳駅前 1丁目 22-19 フェイス

タ-503 

②(社)雇用問題研究会 調査相談部

小島直樹

①干140 &:，}II区八潮 5-2-6-205

②警視庁科学捜査研究所

込貝かつみ

①午920 金沢市涌浪 4丁目 6-23米林ハウス 305

②金沢大学医学部附属病院

佐藤哲男

①干193 八王子市裏高尾町 394-1
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②国立下総療養所

島田奈美

①千140 品川区南品川 3ーか18 日立システムエンジ

ニアリング(株)品)11寮

②日立システムエンジニアリング (株)

菅原惇|岡

①干456 名古屋市熱田区大宝 4-7-22大宝寮

②愛知県警察

鈴木 宗夫

①干311-24 茨城県行方郡牛堀IlITLI二期 650

②久保病院 (精神科)

曽我 重司

①干275 千葉県習志野市新栄 1-3-25 ローヤノレハウ

ス 101

②千葉大学自然科学研究科

竹ノ上ケイ子

①干910 福井市河増加ー5-2，B-405 

②福井県立短期大学

問中マキ子

①千753 山口県泉君11111]・ 8-1松村 AP1-A

②山口大学医療技術短期大学部

塚本尚子

①干176 練馬区練馬 4-18-19-604

②立教大学大学院文学研究科心理学専攻

守岡 雅英

①干144 大田区東mfJIl2-22-6 

②白梅学園短期大学

事忠岡 }~己

①干270-02 千葉県野岡市尾崎 840-27

②筑波大学大学院教育研究科講師

鳥 羽 真

①干359 所沢市下富 1256-63ネオポリス 201

②早稲田大学人間科学研究科

;吉 岡新

①干982 仙台市太白区八木山本町 1-22-3多宝院 B

-5 

②東北大学大学院文学lUI究科

長津秀利

①干020 盛岡市加賀野三丁目 2番 8号

②岩手県警察本部(岩手大学大学院人文社会科学研究

科)

永吉道子

①干181 三般市下連雀 3-41-12-909

②川村短期大学

名取美津代

①干336 浦和市文殻 3-35-13-201

②大宮厚生病院

成定康平

①干573 枚方市楠葉1初日 2-6-12

②中京大学

花沢成一

①干262 千葉市花見川区花園 3…18-1

②日本大学文理学部

荻原朋子

①干336 浦和市三室 2140-1

②(有)日本ふるさ と塾

平岡正寿

(113 ) 

①千192 八王子市子安町 4-11-12ライオンスヲ。ラザ

八王子 315

②筑波大学大学院修士課程教育研究科

柏 崎 京 子

①〒3'14 春 日井市栄IIIT2-209ハイツカトレア A-202

②共栄学園短期大学

藤井美登盟

①干759-02 山口県宇都市厚南区沖ノ旦 457

②U-I日大学医学部附属病院

j際津 公子

①干336 浦和市文蔵 5-15-3-102

②大宮厚生病院

藤森立男

①〒041 函館市亀田中野町 125

②北海道教育大学教育学部

以H上克義

①干892 鹿児島市吉野IIIT2785航空局宿舎 102

②鹿児島大学教育学部

前田小三郎

①干228 相模原市上鶴間 1764-2

神奈川県総合リハビリテーションセンター

松田君彦

①干890 鹿児島市西陵一丁目22-18

②鹿児島大学教育学部

村松玲美

①干187 小平rl1"ノト)11東IIIT1-21-8メゾン OGAWA 

203号

②国立精神神経センター武蔵病院

丸山知佳子

①1 NY ANZA TERRACE， UPLANDS， SW AN 

SEA SA 14 QQ，もNALES，U_ K. 

②ウエールズ大学 スウ ォンジーカレ ッジ哲学部

余語 真夫
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(114 ) 

①干662 京都市東山区三条神宮道東入/レ夷UIT163パ

レスコート 101

②同志社大学文学部心理学実験室

矢田部菜穂子

①干299-01 市原市山lil崎 1936-5

②(株)内匠l洋行知的生産性研究所

矢野裕之

①干270 松戸市常盤平西窪田r18-12 

②(株)日通総合研究所経営研究部

矢 幡洋

①干155 世田谷区代沢 4-25-6

②明治生命厚生事業団体力医学研究所

横田碧

①干157 世田谷区北烏山 6-32-24

②千葉大学看護学部

李玉 玲

①干465 名古屋市名東区虹ケ丘 2-7-11-308

②中京大学大学院(研究生)

者林 ng雄

①干213 川崎市高津区上作延 436-9

②日本大学文理学部

和国 会弘

①干166 杉並区高|上j寺南 2-40-29

②たばこ総合研究センター たばこ と主任の博物館

渡辺裕子

①干289-11 千葉市八街市 13-381番地

②千葉大学看護学部

賛助会員

l岐阜県警察本部

①干500 岐阜市委託悶 1丁目 1番地

②刑事部鑑識課科学主主査研究所

退会者(含む長期i会費滞納者，順不同，敬称略)

坪井 正， 長田 佳 久，大倉三代子，水野 智，

酒 木 保，武津信一，内藤みちよ，藤野 武，

林 昌三，三田英二， 門司 三省，古川|久敬，

鈴木寿雄， 川面IJ 延生，手塚千織子，高橋 泰子，

須藤容治， 柏木 繁男，林忠弘，高 塚 理 ，

守屋太門，佐藤寛朗，和泉忠、俊，大沢美枝子，

宮本直美

死去

笠原恒男

6. 寄贈文献

学会事務局に以下のような雑誌類が寄日i押されています

ので御利用下さい。

一定期刊行物一

人事試験研究(日本人事試験研究センター)1992 No. 

141， 142， 143 

人文学研究所報(神奈川大学人文学研究所)1992 No. 

28 

人文研究(神奈川大学人文学会)1991， 1992 No. 111， 

112， 113 

慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要 1991 第32.

33号

化粧文化 (ポーラ文化研究所)第25，26号

母子保健情報(恩賜財団母子愛育会)第24，25号-

Communication (NTT)第34. 35， 36号

基礎心理学研究(日本基礎心理学会)第10巻 音声1，2 

号

科学警察研究所報告(科学警察研究所)r交通編」第32

巻第 2号，第33巻第 l号 「防犯少年編」第52巻第 1号

科学警察研究所年報(科学経察研究所)平成2年度

CODER NEW S LETTER (発達科学研究教育セン

ター)vol 121， 1991 vol 22， 23 1992 

指導と評価 (日本教育評価研究会)1991. 12~ 1992. 7 

放送研究と調査 (NHK放送文化研究所) 1991. 11~ 

1992. 7 

テレビ ・ラジオ番組視聴率調査 (NHK世論調査部)

1991. 11 

児童教育研究(安田女子大学児童教育学会) 創刊号

1992 

筑波大学心理学研究(筑波大学心理学系)第14号1992

東京学芸大学紀要(東京学芸大学紀要出版委員会)第

42集 1992

発達障害研究所年報 (発達障害研究所)第20号 1991 

Hiroshima Forum for Psychology (Hiroshima Uni-

versity) vol. 14 

IA TSS Review (国際交通安全学会)vol. 17， No. 4 

1991 vol. 18 N o. 1 1992 

上智大学心理学年報(上智大学心理学科)1992 第1

巻

研究紀要(国立身体障害者 リハビリテーションセンタ

ー)1991 第12号

名古屋大学教育学部紀要 教育学科 1991 第38巻

教育心理学 1991 第38巻

システム科学研究所紀要(早稲田大学システム科学研

究所)1992 第23号

早稲田心理学年報(早稲聞大学文学部心理学会)1992 

第24号

産業安全研究所年報(労働省産業安全研究所)1990 

日本語国際センター紀要(国際交流基金日本語国際セ
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( 115) 

ンター)1991 第 1号 人文研究 (神奈川大学人文学会)No. 110 1991 

世界の日本語教育(国際交流基金日本諮問燦センタ 研究紀要 (鹿児島女子大学)第13巻 第 1号 1992

一)1991 第 1号 一図 書一

明星大学心理学年報 (f!fl星大学心理学研究室) 1992 人間関係学 (関係学研究所)1991 

第10号 ストーリー ・マーケテイングのすすめ irll谷道 PI-IP

研究部I~f査報告書(電気通信普及財団) No. 6 1992 1992 

TAF クオータリ ー (電気通信普及財団) No. 25 7 公開シンポジウム

1992 平成 4年度応用心理学会公開シンポジウムを以下の要

電話相談学研究(全国電話相談研究会)vo1. 3 1991 領で実施致します。後日，会員の皆様には別途ご案内致

発達研究(財. 発達科学研究教育センタ ー) vo1. 7 します。

1991 タイトル 「宗教と癒し」

スポーツ心理学研究(1:1:本スポーツ心理学会)第18巻 :!111 日 平成4年11月28日 (土〕

第 l号 1991 場所駒津大学

関係学研究(関係学研究編集委員会)第19巻第1号

1991 

chalaza (くもん子ども研究所)vo1. 4， 5， 6 1992 

佐賀大国文(佐賀大学教育学部国語国文学会) 19 

1991 

玩具文化 (財.佐藤玩具文化財団)No. 9 1992 

企画 ・司会 中村[115之 (駒海大学)

シンポジスト 佐々木宏幹 (駒津大学)

佐々木雄司 (独協大学)

恩田 -ニ~~ (東洋大学)

J.クスマノ(上智大学)
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